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１ 「学習の基盤となる資質・能力」としての情報活用能力

（１）総則の記述

(1) 各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情
報モラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成し
ていくことができるよう，各教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程
の編成を図るものとする。 ※中学校においても同様

第２の２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

今次改訂の学習指導要領において、情報活用能力は「学習の基盤となる資質・能力」として位置付けられまし
た。情報活用能力とは、学習指導要領解説総則編（小学校版：H29.7）に、次のように示されています。

情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，情報及び情
報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したり
していくために必要な資質・能力である。 （文部科学省、学習指導要領解説総則編、2017）

より具体的に捉えると・・・

①学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得る
②情報を整理・比較する
③得られた情報を分かりやすく発信・伝達する
④必要に応じて保存・共有する
⑤①～④の学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得
⑥プログラミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，統計等に関する資質・能力

などが挙げられています。
（文部科学省、学習指導要領解説総則編、2017）

熊本市版ICT教育モデルカリキュラム（2020年度小学校版Ver.2.2）には、
より具体的な学習活動が示されています。



ここに示された具体的な学習活動を、各教科等の特質や学習過程を踏まえて
計画的に取り入れることが大切です。

（熊本市版ICTモデルカリキュラム2020年度小学校版Ver.2.2）
URL:http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/

（２）情報活用能力を育成する学習活動

前のページで示した内容に関する具体的な学習活動を整理しています。

内容 具体的な学習活動

情報を得る 観察、実験、図書、新聞、インタビュー、アンケート、インターネット等を活
用する。

情報を整理・比較する 集めた情報を目的に応じて整理し、比較したり分析したりする。

情報を発信・伝達する 相手や目的に応じて、プレゼンテーションやリーフレット等にして発信・伝達
する。

情報の保存・共有をする 必要に応じて、情報を保存したり、使いやすいように共有したりする。

情報手段の基本的な操作 タイピングによる日本語入力。映像の撮影、インターネットで検索して調べ
る。

プログラミング的思考 記号の組合せをより意図した活動に近付くために論理的に考えていく。

情報モラル 情報社会や情報手段の特性を理解し、安全かつ適切に情報手段を使う。

情報セキュリティ 自他の個人情報の重要性を知り、IDやパスワードを適切に使う。

統計等 統計情報の読み方を知り、目的に応じて適切に活用する。

大分県教育庁義務教育課が作成した「各教科等の学習過
程を踏まえたICT活用ハンドブック」には、小中学校の各教科等
におけるICT活用事例を示しています。（随時更新中）

また、教科等の学習過程を踏まえた学習活動を通して育成する
情報活用能力の資質・能力の系統表参考例を示しています。
大分県教育庁義務教育課 【改訂版】 「情報活用能力系統表（参考例）」
URL:https://www.pref.oita.jp/site/gakkokyoiku/jouhou-
katsuyou.html





このような情報活用能力を育成するための具体的な学習活動について考えてみます。

※「考えるための技法」は共通しているため、ここでは省略しています。



（３）情報活用能力を育成する学習活動を位置付ける

系統表【参考例】に示す資質・能力を育成するための教育課程の在り方を考えてみましょう。

上記は、小学校第１学年の例です。上記の例を参考にしつつ、例えば、国語・生活・図画工作の三つ
に絞って計画するなど、重点化を図ることも考えられます。
情報活用能力系統表【参考例】に示した資質・能力が育成されるよう、計画的に位置付けています。
また、情報機器の操作スキルについては、各教科の学習の中で活用しながら身に付けられるように計画し
ています。
例えば、低学年の児童であれば、学習者用コンピュータのカメラ機能を使って写真を撮影する、QRコー
ドを読み取って動画等の資料を見る、タッチパネルのキーボードで文字入力をするなど、操作スキルを身に
付けるための学習活動を行うことが考えられます。
その際、児童生徒が学習活動の文脈において情報活用等のスキルを活用・発揮できるようにするため、
児童生徒の実態を踏まえつつ、単元のまとまりを見通して、スキルに関する指導を繰り返したり、情報の集
め方等の学習を１単位時間確保したりするなど、適切に時間を確保することが考えられます。

※その他の学年の例は、義務教育課ウェブサイトに掲載しています。
URL：https://www.pref.oita.jp/site/kyoiku/jouhou-programing-keikaku.html

第１学年（例）



２ 教育課程全体を通じて情報活用能力を育成するための計画

１の（２）、（３）に示した内容を、体系的に整理すると、学校としての
全体計画・年間指導計画ができあがります。

【全体計画の構成（例）】

＜児童の実態＞ ＜学校の教育目標＞ ＜地域の実態＞

＜保護者・地域の願い＞ ＜教師の願い＞＜情報教育の目標＞

＜育成を目指す資質・能力＞

学年／三つの柱 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

低学年 ◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中学年 ◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高学年 ◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜関連する各教科等の力＞
国語 社会 算数 理科 生活 音楽

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

図画工作 家庭 体育 特別活動 外国語・
外国語活動

総合的な学習
の時間

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

＜道徳教育及び道徳科との関連＞

○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○情報モラルについての学習

＜各団体等との連携＞

＜活用する情報機器等＞

ICT支援員 地元企業・大学等 NPO法人 市民ボランティア 学校放送番組

・タブレット端末等学習者用コンピュータ ・教育用ロボット ・ICレコーダー など

など



１の（３）で例示しています。その学年の教育課程全体を見通して、
計画的に取り組むことが大切です。

【年間指導計画（例）】

本資料を作成する当たり、引用・参考にした資料等
◆ 文部科学省 小学校学習指導要領 （2017）
◆ 文部科学省 学習指導要領解説総則編 （2017）
◆ 文部科学省 教育の情報化に関する手引追補版 （2020）
◆ 熊本市 熊本市版ICTモデルカリキュラム2020年度小学校版Ver.2.2 （2020）

URL:http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/
◆ 大分県教育庁義務教育課 各教科等の学習過程を踏まえたICT活用ハンドブック （2020）
◆ 大分県教育庁義務教育課 【改訂版】情報活用能力系統表参考例 （2022）
◆ 文部科学省 今求められる力を高める総合的な学習の時間の展開 小学校版（2021）

第３学年（例）


